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研究ノート
小規模大学ならではの指導方法の模索
──フィー ルドワークに着目して──
Searching for teaching methods unique to small universities: 
Focusing on field work 
髙瀬 武志
桐蔭横浜大学法学部
（2018 年 9 月 15 日　受理）
Ⅰ．はじめに
本論では、「2018 年問題」をむかえた大学
教育のあり方について、フィールドワークと
いうキーワードを中心に考察を行いたい。
筆者が勤務する大学は、3 学部 6 学科で構
成されており、多種多彩な学びの場を学生に
提供しているといえる。しかし、キャンパス
は 1 箇所、1 学年は 400 名程度ということも
あり、都心部で複数のキャンパスを有するよ
うな有名大学に比較すると「小規模」な大学
に位置すると考えられる。そこで小規模大学
が 2018 年問題に取り組むうえで、どのよう
な教育のあり方があるかを模索し大学教育の
グレードアップの一施策を示すことが本論の
目的である。
「2018 年問題」とは、2018 年を目途に 18
歳以下の人口が減少期へ入ってしまうことに
よって大学が抱える様々な問題を総称である。
また、18 歳以下の人口の減少による結果と
して大学や専門学校等による受験生の獲得競
争が激化すること、さらに受験生の「大学全
入」時代へと繋がっていくことによって、大
学側は「受験生を選ぶ」という視点に加えて
「受験生に選ばれる」という視点も併せ持つ
必要が求められている。特に、受験生からの
人気や魅力のない大学は淘汰されていくこと
が指摘されており、特に全国的なネームバリ
ュー等の特色の乏しい小規模な私立大学にと
っては死活問題でもある。
そこで、小規模大学は受験生に選ばれる
「特色」を備えなければいけない。特に教育
の場であることを念頭においた場合、入学者
に対して「何を学ばせ」、その学びを活かし
て、「どのような進路」を提供できたかが重
要であり、さらには大学近郊の地域との連携
を通じて「信頼」を構築していくことが益々
重要になると考えられる。
筆者の勤務する大学においても様々な施策
を励行し、優秀な学生の確保と育成に教職員
一丸となって取り組んでいる。しかし、筆者
にはもっと工夫を重ねることによって、学生
には魅力的に映る「学びの場」を提供できる
のではないかという問題意識がある。また、
学生の目線にたち、学生たちに魅力的に映る
「特色」を備えることも本学が「2018 年問
題」を切り抜けるうえで重要であると考える。
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筆者は、自身が指導、監督する剣道部員に
対する教育活動の中で、フィールドワークを
多く取り入れてきた。このフィールドワーク
が取り組む学生に好影響を与えていることは
もとより、受験生へも魅力的に映るようにも
なってきている。そこで、フィールドワーク
という手法を手がかりに、小規模大学ならで
はの発想での指導方法の模索を試みたい。
Ⅱ．方法
本論において、小規模大学ならでの指導方
法の模索を筆者が学生と共に取り組んできた
フィールドワークの方法を用いて行い、現地
での聞き取りや学生への聞き取りを中心に考
察をすすめる。本論で対象とする学生は、筆
者が指導、監督をしている剣道部員の学生に
限定して論をすすめる。また、フィールドワ
ークの対象としては、近隣地域（NPO 法人、
横浜市教育委員会、綾瀬市中体連）や被災地
（東日本大震災において被災した地域）や海
外（ベトナム・ホーチミン市）を対象とする。
これらは文科省の推進する教育改革におけ
る「地域連携」や「国際交流」にも通じるも
のであり、学生に提供するフィールドワーク
の対象としては妥当であると考える。
また、学生からの興味・関心も高い傾向に
あるため教育上有効であると同時に、学生募
集の段階においても本論で取り上げるフィー
ルドワークの対象は、受験生の興味・関心を
惹く傾向が強く、「学生の獲得」、「学生の教
育」という観点からも妥当であると考えられ
る。
本学剣道部は 2015 年度より本格的に強化
クラブとして活動が始まったクラブではある
が、開始当初は部員が 7 名程度のクラブであ
った。しかし、4 年間の活動を通じて部員は
60 名近い部員数にまで大きく成長してきて
いる。2019 年度にはさらに増加する予定で
ある。この部員増加には、学生や受験生に本
学剣道部の活動が魅力的に映っている証左で
あるともいえる。この 2015 年当時の剣道部
の規模というのは大学で喩えると小規模大学
そのものであろう。剣道部での教育活動をそ
のまま大学全体の教育に反映することは困難
ではあるが、剣道部が一貫して取り組んでき
たフィールドワークの成果を「2018 年問題」
をむかえる本学の魅力づくりの一施策として
模索してみたい。
Ⅲ．学生たちの取り組み
学生たちが取り組んでいるフィールドワー
クについては、下記の 5 つのパターンがあり
各々についての詳細を以下に述べる。
1．NPO法人との連携
現在、筆者が指導、監督する剣道部では、
大学の近隣地域で活動している NPO 法人
「わくわく教室」と「キッズクラブ」の 2 つ
と協力して剣道教室を実施している。これは、
どちらも筆者が監督責任者となる中で、学生
たちが指導者という立場にたち、小学生の子
供たちに剣道を教えながら指導法を学ぶと同
時に子供たちとの関わり方や教室運営といっ
た事も NPO 法人の代表者から学ぶという特
色がある。また、このような活動は近隣地域
の活性化や連携を深めることにも一役買って
いる。
学生からは、大学という専門性の高い教育
機関で学んでいることを「指導現場」で実際
に自分が指導できることで、より知識が深ま
る経験や、理解しているつもりでも上手に伝
えられなかった経験等を通して、知識のみを
暗記するのではなく、得た知識をどのように
伝えるかという、より深い学びができること
が有意義であるという回答があった。また、
卒業後の進路に役立ちそうだという前向きな
意見も多い。
学生を受け入れている NPO 法人側として
は、より専門的な技術や経験を有する学生が
指導に携わることによって、教室内の雰囲気
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も良い方向へ向いているという意見や子供た
ちと年齢が近い分、子供たちも親しみやすそ
うに接しているという意見もある。また、地
域に根ざす若い指導者も育てたいという観点
からも学生の受け入れを承諾してくれてもい
る。
NPO 法人側と相談をして、学生を受け入
れていただいている教員（筆者）の立場とし
ては、大学で学ぶ知識や経験が机上の空論に
終わらないように、リアルタイムに近い感覚
で学習したことを指導する立場で反復して学
べることは、学生たちの深い理解とさらなる
気づきや学問に結びつく傾向が強いため、非
常に有意義な経験をさせていただいていると
感じる。また、このような活動を通じて、大
学と近隣地域との信頼関係が構築できつつあ
る。これは大変、大切なことで、小規模大学
では重要な観点であろうと考える。地域に根
ざした教育と連携は、小規模大学ならではの
地域密接型の教育を可能にするものであると
考える。
2．横浜市教育委員会との連携
横浜市教育委員会では、「横浜教育支援
隊」というボランティアの外部指導員の登録
と派遣を行っている。この活動を利用し、学
生たちは近隣の中学校２校に登録させていた
だき、定期的に派遣させていただいて外部指
導員として学ばせていただいている。
学生としては、特に将来、教職の道を希望
している学生に人気があり、自分が目指す職
業の「現場」を早い段階から知ること、その
職種の方々と顔見知りになることが非常に魅
力的に感じているようでもある。また、就職
活動等で使用する履歴書等にも明記できる活
動でもあることから、自分のキャリア構築に
役立つと考えている学生もいる。
登録し派遣する横浜市教育委員会等の立場
としても現職の教職員の仕事量の抑制や学生
らの若い力の有効活用ができ、相互に良い関
係性にある。また、教育現場の活性化にも繋
がっている。
学生を派遣してもらっている教員（筆者）
の立場からすると、将来教職を目指している
学生には大学という狭い空間で学ぶだけで満
足せず、地域に足を伸ばし、教育現場で少し
でも指導経験を積ませていただけることは、
学生にとって大変有意義であると感じている。
また、クラブ活動での指導がメインにはなる
が、生徒との関わり方や教育現場の抱える悩
み等も現職の教員や教育現場を通じて肌身に
感じることができることが最大の学習環境で
あると考える。このような経験を積んだうえ
で、どのようなフィードバックをするかも重
要であり、大学の教室だけでは到底学ぶこと
のできない深い学びと気づきが現場にはある
と考える。
3．綾瀬市中学校体育連盟との連携
この活動は、中学校体育連盟が中心となっ
ておこなっている。１年に１回の講習会に学
生も参加し、講習会を受講している中学生に
指導、アドバイスを行うことがメインとなる。
この活動では、講師として指揮をとる教員
と指導者という立場で指導、アドバイスを施
す自分（学生）との指導方法の比較をできる
ところにポイントがある。また、受講しにく
る中学生は、高いモチベーションと学ぶ姿勢
を持って参加していることが多く、指導的立
場の学生も普段交流のない中学生への指導と
いうことで多くの気づきや学びを得ている。
中学生を参加させている引率顧問の教員や
保護者からは、講師の指導者１人に対して受
講する中学生は何十人にもなるため、細かい
指導やアドバイスが難しくなるところを学生
が加わることによって、隅々にまで指導の目
が行き渡ることや受講生の中学生が気軽に技
術の確認や指導を求めることができるので有
難いという意見もある。
また、このような受講生との交流や受講生
への対応が丁寧であればあるほど、大学への
イメージアップや大学への愛着、協力体制の
強化へと繋げていくことができる。これも小
規模大学ならではの大切にしていくべきポイ
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ントであろうと考える。
4．被災地との連携
本学剣道部は、東日本大震災発生以降、定
期的に被災地の復興支援という形で、被災地
の中高生を対象にした剣道指導に訪問してい
る。剣道の指導に関しては、一方的に指導し
て終了という形式をとらず、中高生が何を学
びたいか、何を知りたいかを確認しながら行
い、中高生の知りたい、上達したいポイント
に対して指導、アドバイスをする形式をとっ
ている。また、稽古後は被災地で暮らす方々
との懇親会や情報交換会等を通じて、ニュー
ス番組や新聞等の情報では得られない現地の
情報を得る貴重な体験となっている。また、
被災地を実際に自分の目で見て肌で感じるこ
とは、大学で学ぶという自身にとってありふ
れた日常がどれだけ恵まれた環境かを再認識
させられる機会でもあり、情操教育にも役立
っている。
被災地支援の活動から戻ると学生たちの日
常の活動に対するモチベーションも高くなっ
たという意見もある。中には自分も被災地へ
何かしらの支援をしたいと考えてはいても実
際に何ができるのか解らず、行動できなかっ
たという学生もいた。このような学生の意見
や思いも拾い上げ、実際の行動に移し、そこ
から新たな学びや深い体験知を得ることは小
規模大学ならではの取り組むべき活動の一端
ではないかと考える。
5．海外の大学やスポーツクラブとの連携
グローバル化が叫ばれるようになって久し
いが、筆者が勤務する大学に限らず、多くの
大学でも国際化に向けて海外の大学や組織と
協定を結び、交換留学等に力を注いでいる。
2018 年 2 月に本学剣道部も海外遠征と銘打
ってベトナム・ホーチミンへ剣道遠征を行っ
た。格安航空などの発展に伴い、非常に安価
な金額で海外へ渡航できるようになった昨今
では、学生たちの海外への意識も変化してい
る。今では、学生が自身でアルバイト等をし
て貯金をして渡航費を捻出することもできる
ようになった。また、学生たちも海外への研
修や旅行に対して魅力を感じ、積極的な姿勢
をみせるようになってきている。これは、学
生募集をおこなうなかでも強く感じることで
あるが、海外遠征や海外研修という年間スケ
ジュールの項目に対して非常に興味・関心が
強い傾向がある。
2 泊 3 日のスケジュールで行った海外遠征
ではあったが、大会運営の手伝いや合同稽古
会における指導、アドバイス、懇親会を通じ
ての情報交換会などその内容は多岐にわたっ
た。以上の経験を踏まえ、海外研修（遠征）
に参加した学生は、皆が口を揃えて述べたの
が、海外の人々と剣道ができて日本の中だけ
で剣道をしてきたが、世界観が変わったとい
うことであった。また、日本人剣士と海外の
剣士との技術的レベルの差に対する感想や海
外の剣士の剣道に対する真摯な姿勢に感動す
る学生もいた。
剣道に限らず、様々な分野でグローバル化
は進んでいるが、学生のクラブ活動や授業の
中ではまだまだ遅れているのではないだろう
か。大規模な大学や海外の大学との連携が多
くあるような大学では、当然のようにカリキ
ュラム化され年間行事として行われている。
しかし、小規模な大学や発足して間もないク
ラブ等ではなかなかこのような活動を軌道に
乗せていくのは困難である。そこで本学剣道
部が採った方法は、学生にも人気があり、多
くの学生が利用している SNS を活用して、
海外の現地人と連絡を取り合い、情報交換を
したうえで連携するという方法を採った。こ
のような方法であれば、海外遠征等の準備に
かかるコストも極力抑えることができ、且つ
学生たちの興味・関心も得られ、活動後は学
生たちも自ら SNS 等を利用し思い思いの記
事を発信するなどの積極性もみられるように
なった。このような学生目線の活動は、学生
間のネットワークの中で好循環を生み出し、
次の世代の学生募集にも有効に働いている。
これも小規模大学ならではの取り組み方とし
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て励行していくと良いのではないかと考える。
Ⅳ．考察
「2018 年問題」をむかえるにあたり、日本
では「大学全入時代」を見越して、多くの大
学や専門学校が「特色」つくりに邁進してい
る。教室の中だけで教科書と板書をする授業
の時代は終わったと感じる。2017 年 3 月に
公示された新学習要領にあるように「主体
的・対話的で深い学び」が求められている 1）。
このような現状の中で、教室を飛び出し、学
習の場を広く近隣地域や市区町村、都道府県、
海外に求めていくことは重要な事であると考
える。また、フィールドワークを通じて、学
生が教室での学習では得られない感動や体験
知を得ること、そこから主体的な深い学びへ
と繋がっていくことは意義深いことであると
考える 2）。
本学剣道部が行っているフィールドワーク
の中で「NPO 法人との連携」や「横浜市教
育委員会との連携」や「綾瀬市中学校体育連
盟との連携」といった教育現場での学びにつ
いては、教育実習等の中でも学習することは
可能である。しかし、教育実習との大きな違
いは、現場と関わる期間であり、密度であろ
うと考える。板垣氏や大坪氏もその先行研究
から指摘しているように「フィールドワーク
のような、経験に基づくような手法の技術の
獲得には、時間と実践経験を要する 3）」とい
う指摘からも理解できるように、本学剣道部
員がおこなっているフィールドワークの期間
は、半年から 1 年間や数年間といった長期間
に渡っての活動になるため、それだけ深い学
びを得るチャンスは広がる。
さらに筆者が桐蔭論叢第 37 号 4）でも指摘
しているように近隣地域との連携は、相乗効
果を生み、学生の学びはもとより、地域の活
性化、大学と地域の信頼構築にも役立つ傾向
にある。このような関係性は学生には魅力的
に映っているようでもある。
スポーツ文化の先進国であるアメリカや大
規模な体育施設を要する大学などは、自前の
体育施設を地域住民に開放するなどし、地域
と接し交流を図り、その活動が基盤となり地
域に愛される大学やスポーツクラブという地
位を獲得している。しかし、小規模の大学で
はこのような取り組みは困難である。よって、
大学のほうから地域に溶け込んでいくフィー
ルドワークの方式を利用し、地域住民やスポ
ーツクラブを受け入れて大きくなるのではな
く、地域住民やスポーツクラブに受け入れて
もらって大きく成長していくことが重要なの
ではないかと考える。ここに小規模大学なら
ではの指導方法がある。
被災地との関わりについては、大学の果た
さなければならない使命は大きなものがある
と考える。熊谷氏らの先行研究 5）でも指摘さ
れているように、震災発生時やその直後は
様々な報道機関を通じて、被災地の情報は共
有される。しかし、年月が経過するにつれて
過去の出来事として風化していく場合が多い。
そのような中で、学生に大学の教育活動を通
じて被災地への関心を喚起しフィールドワー
クを通じて、被災地の「今」と「これから」
を共有し学習することは大学の持つ重要な社
会的使命の一端でもあるように考える。聞き
取り調査の中で感じたことは意外にも学生た
ちは被災地や復興支援に対して興味・関心を
抱いてはいるがどのように行動したら良いか、
どのような行動ができるのかを理解しておら
ず、立ち止まっていることが多いということ
である。主体的な一歩を踏み出せていない学
生の背中を押してやり、共に学びを共有して
いけるのも学生への指導を手厚く施しやすい
小規模大学ならではの指導方法ではないかと
考える。
海外というハードルは年々、低くなってき
ている。これは学生にとっても同様で、現在
では非常に安価な金額で海外への渡航が可能
になっている。また、その影響もあり学生の
海外へ憧憬は強く、多くの学生が海外への興
味・関心を抱いているのも事実であろう。ま
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た、SNS などのソーシャルネットワークが
普及発展したこともあり、海外の人々とも気
軽に連絡を取り合える環境にある。注意しな
ければならない事項も多くあるが、それでも
便利であることは変わりない。このような時
代であるからこそ、周囲の環境の発展を有効
活用して学生の興味・関心を擽り、グローバ
ル化を身近なところから体験させ、その経験
から深い学びへと導入していくことは意義深
いことであると考える。
大学間での交換留学やカリキュラム上の提
携は非常に繊細な問題も孕むこともあり、慎
重かつ丁寧に進めなければならないため時間
とコストもかかる。しかし、クラブ同士の交
流は大学同士の提携に比較するとそこまで難
易度は高くないようにも感じる。また、この
身近さが学生には丁度良い距離感であるのか
も知れない。本学剣道部が行った海外遠征と
いうフィールドワークは非常に多くの反響を
得ている。これはクラブでの活動ではあるが、
小規模であるがゆえに行いやすかったという
側面もある。このような活動を小規模な組織
（大学も然り）ならではの工夫を施せば大い
に魅力的な教育活動になりうる。
以上のように本学剣道部での教育活動の事
例を小規模組織と置き換えて検討してきた。
全てが置き換えられるものではないが、「2018
年問題」をむかえる本学にとっても取り入れ
ていけるものは多くあると考える。小規模な
大学、小規模な組織であるがゆえにできる事
も多い。それらを学生の視点、興味・関心を
丁寧に汲み取り、理解し教育活動に反映して
いけば、小規模大学（組織）ならではの「特
色」ある指導が可能になるのではないかと考
える。そのためには、学生や受験生をよく観
察し、事前学習、実地学習、事後学習といっ
た手厚い指導体制の確立はもとより、近隣地
域や市区町村、都道府県等の自治体、海外の
大学やクラブといった組織と交流を持ち、信
頼関係を構築し、その良きパートナーとして
の関係を広く解りやすく発信していくことも
小規模大学（組織）ならではの指導方法であ
り、「2018 年問題」をむかえた大学教育のあ
り方の一例であると考える。大学を取り巻く
環境との連携のモデルを表すと図１のように
なる。
Ⅴ．おわりに
「2018 年問題」をむかえ、大学や専門学校
等の学生獲得にむけた競争は激化を辿ると予
図1　大学を取り巻く環境との連携のモデル
小規模大学ならではの指導方法の模索──フィールドワークに着目して──
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想される。そのような世相の中でも大学とい
う教育機関であることを忘れずに、小規模で
あることを逆手にとれる柔軟な発想と学生や
受験生のニーズに応えていける視点を武器に
していけば、十分にこの問題も乗り切ってい
けるのではないかと考える。本論はあくまで、
筆者の指導するクラブでの教育活動を根底に
した考察であるため、全てが大学規模の論考
に置き換えられるわけではない。
しかし、教育の対象としているのは学生で
あることに変わりはないため、完全な的外れ
でもないと考える。本学剣道部は 2018 年の
現在では、2015 年時の部員数の約 8 倍もの
部員数を誇るに至った。4 年間で 8 倍の部員
数になれたのには、学生の努力は述べるまで
もないが、大学の強力な支援、柔軟な対応に
支えられたフィールドワークの成果でもある
と確信している。このような魅力づくりをク
ラブレベルの取り組みから大学レベルの取り
組みへと昇華していければ、さらなる発展が
見込めるのではないだろうか。
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